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第 1節 問題の所在 
  
我が国の 65 歳以上の高齢者人口は、3515 万人であり総人口に対して 27.7％（平成 30 年
現在）を占め、男女ともに年々増加し高齢化率の上昇と高齢者単身世帯及び高齢者夫婦の
増加が見込まれている。 














































CiNii にて検索（2018 年 7 月 26 日現在） 
『高齢者 社会参加活動』56 件      『高齢者 グループ活動』61 件 
『高齢者 社会活動』290 件        『高齢者 生涯学習』320 件 
『高齢者 余暇活動』173 件        『高齢者 生涯教育』74 件 
『高齢者 余暇』 290 件         『高齢者 アクティビティ』150 件 
『高齢者 プロダクティブエイジング』20 件 『高齢者 社会貢献活動』24 件 
『高齢者 社会的活動』85 件        『高齢者 ボランティア活動』865 件 






















































第 3 節 論文の構成 
 




ある。第 3 章は研究の目的と方法で、第 1 節では本研究の目的と方法について分析の枠組
みと分析モデルの設定を行い、第 2 節で本研究の調査方法と分析方法を明記している。第 4






























第 1 章 先行研究 
 





に対して、行っていると答えた人は 60 歳以上で男性は 62.4％、女性は 55.0％の割合を示
した。これは、平成 24 年度に行った同様の調査と比較しても同程度となっている。 
        
図表 1：「高齢者の社会活動の状況」 










































































































出典：Sherraden, M., Morrow-Howell, N., Hinterlong, J., & Rozario, P. (2001). 































































出典：Productive aging:A Conceptual Framework,Pruductive aging:concepts and 







WHO が「Active Ageing：A  Policy Framework（アクティブ・エイジング：政策的
枠組み）」を 2002 年 4 月にスペインで開催された第 2 回国際連合高齢者問題世界大会にて
提出。2007 年に日本生協連医療部会代表団によって「Active Ageing：A  Policy 











































第 2 章 はちおうじ志民塾の概要 
 
第 1 節 八王子市の説明  
 
八王子市は1917年に市制を施行した市であり、平成29年度で市政100年を迎えている。
面積は 186,31 ㎡を有しており、人口は、562,522 人（平成 30 年度住民基本台帳年齢別人
口報告書）である。 
65 歳以上の人口は 148,846 人（男性は 66,813 人、女性は 82,033人）で全体比率の 26.46％
を占めており、核家族化等により高齢者のみの世帯も増加傾向にある。 
1986 年に国土交通省により業務核都市と定められ、2007 年に東京都で初めて保健政令市に






おり約 1600 の製造業が立地している。 
 そして、大学、短期大学、高等専門学校など 21 の教育機関があり約 10 万人の学生と多
くの研究者や技術者が在住、通学している。 
 








 平成 21 年度に第 1 期が開催され、現在までに（平成 30 年 10 月）第 10 期が開催されて
いる。第 1 期（平成 21 年度）から第 7 期（平成 27 年度）までの学習プログラムには基礎
課程と専門課程（コミュニティビジネスコース・地域コーディネーターコース・創業コー
ス）があり、1 つの課程ごとに 15,000 円の負担がある（創業コースのみ 5000 円）。受講生
は、自身の人生を振り返り様々な地域活動を学習する基礎課程（全 10 回）を受講した後に
コミュニティビジネスコース・地域コーディネーターコース・創業コースといった専門課





第 8 期（平成 27 年度）からは、専門課程を設置せず基礎課程を基盤とし、八王子市内の
街歩き、NPO 団体の視察、大学での特別講座などを含んだ全 15 回にわたる講座を実施し
ている。参加費は 15,000 円、全講座を終えることで卒塾となる。参加対象者は、市内に在
住している 40 歳以上の者であるが、近年では地域づくりに関心のある者も多く、40 歳に達
していない者でも入塾は可能となっている。 
受講生の平均人数は 22 名程度であり、平成 29 年度の第 9 期までは男性の方が多い傾向に
あったが第 10 期では初めて女性の方が多くなった。八王子市が行った調査によると平成 30
年 8 月現在までに 203 名の卒業生を輩出しており、全卒業生の卒業後の主な活動について
は、町会が 13 名、NPO 法人・市民活動が 86 名、市民委員等の市政に参加が 4 名、起業が





第 3 節 NPO 法人八王子市民活動協議会の概要 
 






























第 4 節 八王子市の高齢者の社会参加活動における施策 
 










































第 3 章 研究の目的と方法 
 






















































八王子市民活動協議会の志民塾第 1 期～9 期（2009～2017）の卒業生の中から「現在ま
で社会参加活動を行っていない人」と「社会参加活動を現在も継続的に行っている人」を













































在もなんらかの社会参加活動を行っている人をそれぞれ 3～4 名として選定している。 













    ・年齢 
    ・性別 
    ・家族形態 
    ・健康状態 




    ・志民塾をしったきっかけ 




    ・問題に対する対処方法について 
    ・金銭的な負担・時間の制約について 
 （3）社会参加活動② 
    ・始めたきっかけ 
    ・活動期間 
    ・活動内容 
    ・問題に対する対処方法について 
    ・活動中の心身の変化 
    ・活動中の周囲の変化 
 （4）社会参加活動の考え方 
    ・社会参加活動に対するイメージ 




    ・年齢 
    ・性別 
・家族形態 
    ・健康状態 
    ・金銭状態 
 （2）社会参加活動①（志民塾） 
    ・志民塾を知ったきっかけ 




    ・問題に対する対処方法について 
    ・金銭的な負担・時間の制約について 
 （3）社会参加活動② 
    ・卒業後の活動について 
22 
 
    ・現在活動を行っていない理由 
    ・活動中の心身の変化 
    ・活動中の周囲の変化 
    ・活動の再開について 
    ・活動以外で行っていること 
 （4）社会参加活動の考え方 
    ・社会参加活動に対するイメージ 































第 4 章 分析結果 
第 1 節 調査概要 
 
 本研究においてインタビュー調査を行った 7 名の志民塾卒業生の基本的な情報を整理す
る。対象者は、概ね 65 歳以上の高齢者で男性 3 名、女性 4 名の計 7 名である。対象者の条











ID 卒業期生 性別 家族構成 年齢 
A1 第 1 期～第 7 期 女性 本人・夫 60 代 
B2 第 1 期～第 7 期 男性 本人・妻・息子・娘 




第 8 期～第 10 期 男性 本人・妻・息子 2 名 









ID 卒業期生 性別 家族構成 年齢 
D4 第 1 期～第 7 期 女性 本人・夫 60 代 
E5 第 1 期～第 7 期 女性 本人・息子・娘 60 代 
F6 第 1 期～第 7 期 男性 本人・妻 60 代 
G7 
 
第 8 期～第 10 期 男性 本人・妻・息子・娘 





第 2 節 事例分析 
 

















































































































































































































 性別は男性であり特に障害はない。歩くことが趣味で、五街道を 23 日かけて歩いたこと
もあるという。五街道を歩いているときに、前立腺の癌が見つかり現在はホルモン療法を
行っている。インタビュー時には、足を骨折していたが、けがや病気は慣れだと話してお
り元気な様子であった。また、週に 2 回程度ゴルフにも通っている。 
現在は、八王子市のシルバー人材センターに登録しており、週に 3 日程度、喫煙所の掃






































































ていたため１ヶ月 50,000 円程度は自由に使用することができていた。 
 
 






除したりして使えるようにして、その年の 7 月に一応オープンというか試食会で、9 月からです。ち
ょうど 3年と 2 ヶ月。」 
 
 第 2 の社会参加活動は、空き家を借りて蕎麦打ち教室と蕎麦カフェの開催であり志民塾




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 現在ともに暮らしているのは妻と子どもが 1 名であり 2 名は離れて暮らしている。孫は
いないが、お互いに干渉しあわないようにしたいという。経済的には特に問題はない。近
隣住民との付き合いは、妻の方が多いと話しており 60 歳を過ぎてからようやくマンション



























































































































































 現在住んでいるのは妻だけで、娘が 3 名と上の娘に孫がいるが離れて暮らしている。交






























































































「セクターE.第 1 の社会参加活動」 










「セクターF.第 2 の社会参加活動」 
 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 5 章 考察と今後の課題 
 









しかし今回の調査では、第 1 の社会参加活動に参加したものの第 2 の社会参加活動へ継







































































































































































・神部 純一（2018）「07 調査研究・論文 7-4 シニアの社会参加に関する調査～高齢者の
生きがいと社会参加・学習活動～」『滋賀大学社会連携研究センター報』6：120-133. 
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